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I　緒　　　　　言

小学生が家庭科で学習する内容を,どの程度,日常家庭生活において実践しているかを,家庭

科を学習しない児童と家庭科を学習している児童について知ることにより,家庭科教育のあり方

を再検討するための一資料として役立てることを目的として行ったものである。本研究が,家庭

科教育研究及びその発展の一助となることを願うものである。

なお,本報では,「洗たく」「アイロンの使用」「しみ抜き」「繕い」について報告する。

II　調査の方法

1.調査地域とその概況

(1)調査対象　　京都教育大学附属京都小学校・同附属桃山小学校。末習学児童として4年

生,既習学児童として6年生を選び,男・女児童総数383名である。

(2)調査時期　　昭和48年9月17日～10月17日

(3)調査方法　　質問紙法と若干の聞き込み調査法とを併用した。質問紙法は,1学級を単

注)*旧姓加納　**旧姓井上
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位とし,調査員が質問用紙を配布し,本人にその場で記入させた。回収率・有効率ともに10C

%である。

(4)質問事項　　家庭科学習内容(「被服」分野)の中から,児童の日常家庭生活に関係の

深いと思われるものを選出し,次の4項目とした。

図1　披調査者の居住分布
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①　洗たく　　①　アイロンの使用　　⑨　しみ抜き　　④　繕い

(5)被調査者の概況

①　居住地　　図1に示すような分布であるが,この他に29名が城陽市・長岡京市・綴喜郡・

枚方市に分布している。

⑧　家族構成　　両親のそろっている核家族が最も多い。(表1)

⑧　家族人数　　4人が最も多く,次いで5人・6人の順である。(表2)

④
)
　
⑤
3

主婦の年令構成　　36～40才が最も多く,次いで31～35才・41～45才の順である。(表

主婦の職業の有無　　無職が最も多く,有職者は非常に少ない。(表4)

⑥　家庭の職業　　会社員が最も多く,公務員・教員をあわせると,いわゆる給料生活者は

全体の60.3%となる。(表5)

以上のことから,今回の調査地城は,住宅地域1)に属するとみなすことができる。

表1　家　族　構　成 ()は%

項　　　 目 未習学児童既習学児童l合　　 計

IIO
19
(10.0)

13
(6.7)
32
(8.4)

0 10
42
(22.2)

43
(22.1)

85
(22.2)

0 0 0
i (呂) 2　　-

(1・0) l
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(0.5)

IO O
0
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l
ま (3) 1 0
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IX O
】　 0
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r
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0
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(66.7)
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(67・5) l
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(67.1)

0 0
2
(1.7)

r

… (2チ0)____j

6
(1.7)

合　　　 計
1　　　　　　　　　　　　　　1
189
(100)

194 ~~~l

(100) !
383
(100)

(注)IIO　祖父母・両親・こども

OIO　祖父又は祖母・両親・こども
000　祖父又は祖母・片親・こども

IOO　祖父母・片親・こども
0Ⅹ0　祖父又は祖母・こども

IXO　祖父母・こども
IO　　両親・こども

00　　片親・こども

表2　家　族　人　数 ()は%

人　数 (人) l未習学児畢既習学児童 合　　 計
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表3　主婦の年令構成 ()は%

年　令 (才) 末習学児童既習学児童
l
合　　 計

21～25
0
(0)

[[　　0
i (0)
[

0
(0)

26～30
5
(2.6)

l
[　　0
(0)
i (1ヲ4)

31～35

l
62
(32.8)

30
(15.5)

92

l (24・0)

36′～40
85
(45.0)
l

104
(53.6)

189

l (49・3)

41～45
]
32
(16.9)

ll (2:τ。)

[

83
(21.7)

46～50

l
i (2チ1) 3

(1.5)

1 7
(1.8)

50以上
l　 o

】 (0)

l
1　 0
l (0)

lL　　　o

l (0)

・無　答
l
i (。チ5)
! (3Pl) l1　　 7
[ (1・8)

合　　　 計
≠謂 ) [

194
(100)
383
(100)

表4　主婦の職業の有無 ()は%

主婦の職嘉~~~~~~l
末習学児童l慨習学児童合　　 計

】
就　 職 i

l
l

内　 職　 l

l

25
(13.2)

l 23

i (11・9)

≧　48

[ (12・5)

6
(3.1)

1
(0.5)

7
(1.8)

自　　 営
L: 18
∫(9・5)

1 14

ξ(7・2)
[　32

i (8・4)

l
無　　 職 】(詔 ) 117

(60.3)
256
(66.8)

l

無　　 答
l
j (0ナ5) 1　39

(20.1)

l
-　　40
(10.4)

合　　　 計
1 189

l (100)

1 194

(100)
383
: (100)

表5　家庭の職業 ()は%

職　　　 種 末習学児童既習学児童全　　体

教　　　　 員 1　16i (8・5)
20
(10.4)
36
(9.4)

会　社　員
日。芸?5)

68
(35.1)
154
(40.2)

医　　　　 者 7

l (3・7)

≠(吉?2) rl (去74・)

公　務　員 18(9.5)

「 23

(11.9)

i 41

(10.7)

農　林　業
≠(1ヲ1) L _ (3) l (0㌔)

サービス業 1(0.5)
lt (呂) 1

(0.3)

自　営　業 42(22.2)
26
(13.4)
68
(17.7)

技　術　家
r
t (2チ1)

)

5
i (2・6)

9
(2.3)

無　　　　 職 2(1.1)
0
(0)
2
(0.5)

そ　の　他 7(3.7)
1
(0.5)
8
i (2・1)

無　　　　 答 l (2チ1)

l

41
(21.1)
45
(11.7)

合　　　 計
! 189

[
194 383

III　結果とその考察

1.洗たく

(1)「洗たく」の経験・頻度　　末習学児童・既習学児童ともに,「時々する」が最も多い。

「ぜんぜんしない」ものと,「めったにしない」ものとをみると,末習学児童では,「ぜんぜん



29清水・瀬戸口・下神・川上:「被服」分野における児童の家庭生活の実態についての研究

しない」ものが「めったにしない」ものよ

りも多く,既習学児童ではその逆である。

これは既習学児童は,5学年の9月に「洗

たく」を学習しているので,その影響をう

けて「ぜんぜんしない」ものが減少してい

るのではないかと推察される。(表6)なお

「洗たく」の経験の有無と家族構成・主婦

の職業との関係をみるに,家族構成では,

末習学児童・既習学児童ともに,核家族が

もっとも多い。経験の有無について両者を

較べてみると,未就学児童では,孟一芸

霊-,既就学児童では,昌一昌一壬呂呂
/

∴-‡<芸′　すなわち,核家族においては,

表6　「洗たく」の経験・頻度 ()は%

項　　　　　 目 未習学児童 既習学児童

ア・よくする　 】
19
(10.1)

18
(9.3)

ィ. 時々 する 86
(45.5)

85
(43.8)

ウ. めったにしない
35
(18.5)

51
(26.3)

ェ.ぜんぜんしない i

li

49
(25.9)

39
(20.1)

1
オ.無　　 答

0
(0)

1
(0.5)

合　　　　　 計
189
(100)

[
194
(100)

既習学児童のほうが末習学児童より実践率が高い。(表7)主婦の職業については,末習学児

表　7　「洗たく」の経験の有無と家族構成

()は%　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は指数

ー_∴軒 ~~.目
家族竜 、

洗たくをする 洗たくをしない 日　末 習 学 児 童

1
既 習 学 児 童

庖 閻 蝕 習 学
児童(B )

束~膏~~章~~l
児童(A′)

既 習 学
児童岬1 __l する(a ) しない(b )

する(a′) しない(b′)

I I O ll

l (7・9)

!　 9　 !

l (5・8) l
8
(16.3)

】　 4

(10.3)

lIl 49
]
100 56 100

O I O 32

1 (22・9)

31
(20.0)

10
(20.4)

[ 12

(30.8) 112 100 65 100

0 0 0 1　　 0
≧　 (0)

l l 】
(0.6) l

0

1 (0)

1
(2.6)

ー　 /

/

I O O ! (3) 1
(0.6)
1
-　　　0
(0)
lj (3)

il/ lllL
//

/
/

0 Ⅹ0
1　 0
(0)

0
(0)
1　 0

[ (0)
0
(0)
日

1レ ノ′′′′′
l

r　　　　　　　　　　　　　　　　/ /

ノ//

I X O 0
(0)
l　 o
l (0)

】　 0
(0)

0
(0)
/ /

/

/

/

/

I O
1　 96
(68.6)

110　 1
(71.0)

30
(61.2)

21
(53.8) 112 100

l
132
l二 言

0 0
1 1
(0.7)

3
(1.9)

1
(2.0)

1
(2.6) 35 100 73 100

合　　　 計 140
(100)

155
(100)

49
(100)

39
(100) /

/

/

　/

/
// /

(注)「しない」を100とする
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童・既習学児童ともに「鯛」が多く,末習学児童では,孟一昌一圭33,既習学児童では,

芸′一芸;一品∴言>窓すなわち,末習学児童のほうが実践率が高い0(表8)しかし,
実践の頻度をみると,未習学児童においては,「めったにしない」が約半数を占めている。ま

た「時々する」では,既習学児童(46.2%)は未習学児童(20.9%)より多く,既習学児童の

はうが実践率が高い。なお,「就職」については,未習学児童では,一念　芸　品,既習学児

童では,昌一昌:-;呂呂∴芸<窓すなわち,既習学児童のはうが実践率が高い。これは,
職業に従事している主婦の家庭では,結果的に児童が分相応に家事作業の一部を担当し,少し

でも主婦の家事労働の軽減をはかっているとみなすことができるのではなかろうかと思う。

表　8　「洗たく」の経験の有無と主婦の職業

()は%　　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は指数

妄環 ご ＼ 洗た くをする l l洗たくをしない　 I
l未 習 学 児 童　 l 既 習 学 児 童

束~~曹 ~~専 ~
児童 (A )

成 層 ~亨 ~.
児童 (B )

束~官 営 ‥
児童 (A ′)

標語 高 ; する(a ) lしない(b ) する (a′) しない (b′)

就　　　 職
。1茎71) ! 20

(12.9)

。16? 3) l 3　 1

(7・7 ) 】
1

74 100 167 100

内　　　 職 5
(3.6)

1
(0.6)

1
(2.0)

0
(0) 18

;
100
-/ / / /≠

自　　　 営 13
(9 .3 )

12
(7 .7)

5
(10.2)

2
(5.1) 91 100

巨 51
100

無　　　 職 105
(75.0)

∫
89
(57 .3)

34
(69 .4)

28
(71.8) 108 100 80 100

無　　　 答 0
(0)

33
(2 1.3)

1
(2.0)

I 6
(15.4)

/

/

[l138 100

合　　　 計 140
(100)

155
(100)

49
(100)

39
(100)

//
///
/

/

/
l/

(2)洗たく物の種類　児童が手がけた洗たく物の種類は,表9に示すとおりである。末習

学児童・既習学児童ともに,「ハンカチ・手ぬぐい・タオル」が最も多く,次いで「くつ下」

「下着のシャツ」「パンツ」「水着」などである。いずれも末習学児童よりも既習学児童のほ

うが実践率が高い。これは,既習学児童が5年生で「洗たく」の学習を終了していることに起因

すること,また,児童の成長に2か年の差のあることをあらわしているものと思われる。「ブラ

ウス」「まくらカバー」「給食の服装」などが,既習学児童のはうが末習学児童よりも実践率が

低いが,その理由については不明である。(表9)

2.　アイロンの使用

(1)アイロンの使用の経験・頻度　　アイロン使用の経験のあるものは,未習学児童・既習

学児童ともにほぼ同じであるが,既就学児童のはうが未就学児童よりもやや多い。また,頻度

については,「時々使う」が未習学児童・既習学児童ともに最も多いが,「たびたび使う」は



31清水・瀬戸口・下神・川上:「被服」分野における児童の家庭生活の実態についての研究

表9　洗たく物の種類 ()は%

項　　　　　 目 ;末習学児童≠

l

既習学児童

ア.ブラウス
1

57
(30.2)

44
(22.7)

ィ.パンツ
l
42
(22.2)

71
(36.6)

ウ.下着のシャツ
63　 1

(33.3)
70
(36.1)

工.スリッパ
l
42
(22・2) !

49
(25.3)

オ. くつ下
j 。。gτ。) ≠

109
(56.2)

カ.まくらカバー
1　　　　　　　　　　　　　±
44
(23.3)

33
(17.0)

キ・㌫ 誓㌶ ぬ I 95
(50.3)

106
(54.6)

ク. エプロン
l
1　　44
l (23・3)

46
(23.7)

ケ.水　着
】　 49

I (25・9)
71
(36.6)

コ.休そう服
日 1訂4言

47
(24.2)

サ.給食の服装
39
(20.6)

35
(18.0)

シ.その他
(吉?5) ; 30
(15.5)

表10　アイロンの使用の経験・頻度 ()は%

項　　　　　 目 末習学児童 既習学児童

ア. たびたび使う
29
(15.3)

44

l (22・7)

ィ. 時々 使う
72
(38.1)

67
(34.5)

ウ. めったに使わない
28
(14.8)

l
31
(16.0)

工.ぜんぜん使わない
51
(27.0)

44
(22.7)

オ.無　答
9
(4.8)

8
(4.1)

合　　　　　 計
i 謂 ) 194

(100)

既習学児童のはうが未習学児童よりも多い。また,「ぜんぜん使わない」は,末習学児童のほ

うが既習学児童よりも多い。(表10)これは,家庭科学習の成果のあらわれと見ることができ

るのではなかろうかと思う。すなわち,児童が本調査時期までに得た「アイロンかけ」の学習

の機会(家庭科学習における)は,表11に示すとおりである。

家族構成・主婦の職業との関係をみるに,家族構成では,末習学児童・既習学児童ともに,

核家族が最も多い。また,使用経験の有無についても,核家族が最も多い。すなわち,末習学

児童では,一芸芸　品-,既就学児童では,昌一昌:」呂呂∴芸<昌Ⅰ既習学児童のは

うが実践率が高い。(表12)主婦の職業では,いずれも無職が最も多い。なお,「就職」につ

いては,未習学児童では,宕昌　品,昔=昌:=呈霊∴昌く一昌Ⅰ既習学児童のはうが

実践率が高い。これは,職業に従事している主婦の家庭では,こどもが,少なくとも自分のも

のは自分ですることによって,主婦の家事作業に費やす労働力を,いくらかでも軽減しようと

する生活態度が,うかがわれるように思う。(表13)
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表11　学　習　指　導　計　画

学習内容 学年 時　　 期 単　　　　 フt 教　　　　　 材 】　 備　　　 考

洗 た　 く 5 7 月末～

9 月上旬

日 豊 ㌍
! 下着 ( もめんパ ンツ類 )

l

l
l
ll

6

[
l

同 上 化せんのカ ッター シャツ

。ブラウス
[

1 * 5
l

*　 9 l≠　　　 同上 l

アイロン
使用

6
1 7 ～ 9 月 】

同上 手ぬ ぐい, ふきん

1
* 5 *　9 月 *　　　 同上

1

* ハ ンカチ ・エプロ ン
! 手ぬ ぐい ・ふきん

1[ * 洗 た くの後の仕 上げ

* 5 9 ～ 10 月 *　 便利なふ くろ

ーふ くろ作 り-

l㌦ 袋作 り
】

l
; * 製 作時の仕上げ

ll
* 6 7 月 *　 楽 しいすまい * のれん作 り

ク レヨン染
* ク レヨンの定着

しみ抜き 6 9 月
l

ハ ンカチ
しみの種 類
しょうゆ, ソース, 墨

実験的 に扱 う

* 6 *　9 月
i

*　自由研究
児童数の域が参加

繕　　 い
l 5

l
5 ～ 6 月 ±* ボタ ン付 ・スナ ップ付

l
l

針や糸 ・布を扱 うこ とに
慣れ させ る目的

* 6 *　9 月 - * ボ タ ン付 ・ス ナップ付
l

(注)*は附属桃山小学校

(2)アイロンをかける被服の種類　　未習学児童・既習学児童ともに最も多いのは,「ハン

カチ」である。末習学児童では,これに次いで「まくらカバー」が多く,既就学児童は「エプ

ロン」「まくらカバー」が多く,いずれも平板でアイロンのかけやすいものである。既習学児

童に「まくらカバー」「ェプロン」が多いのは,5学年で教材として学習したためと推察され

る。「その他」としてあげられたものに,未習学児童では,「はちまき」「給食用のナプキン」,

既習学児童では,「はちまき」「ふきん」「リボン」「タオル類」「くしゃくしゃになった紙」

などがあり,いずれも平板なものである。また「手さげ袋」「パジャマ」「ジーパン」「スラ

ックス」など平板でないものも多少あげられている。このことによって,児童の成長の2か年

の差をみることができ,より高度な学習の可能性をも認めることができると思う。(表14)

3.　しみ抜き

(1)「しみ抜き」の経験・頻度　　「しみ抜き」の経験のあるものは,末習学児童・既習学

児童ともに,約70%である。未習学児童は,経験頻度の少ないもの(「少しはある」)が多く,

既習学児童は,経験頻度の多いもの(「何度かある」)が多い。しかし,概して経験頻度は少な

い。(表15)

家族構成・主婦の職業との関係をみるに,家族構成では,末習学児童・既習学児童ともに核
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表12　「アイロンの使用」の経験の有無と家族構成との関係

()は% 数字は指数

二二一一項　 目
家鴨 、＼、、,、 アイロンを使用する

ァィ。ンを使用しない!Il 末 習 学 児 童 既 習 学 児 童

束~習 学

l児童(A )

既 習 学
児童(B )

束漕 ~営
児童 (A′)

▼~~威一画 単一
児童 (B′) する(a ) しない(b )

する(a′) しない(b′)

I I O 12
(9.3)

9
(6.3)

4 】

(7.8)
4
(9.1) 119

】
100 69 100

L

O I O 29
(22.5)
[

29

i (20・4)

11
(21.6)

12
(27.3) 104 100 75

i lOO

l

0 0 0 0
l (0)
l

l l

(0.7)
0
(0)

1
(2.3)

/ /
///

30 100

1

I O O 0
(0)

0
(0)

0
(0)

1
1 (2・3)

/

/

ノ ノ~

///

/

/

l　 /

/
/

0 Ⅹ0 0
(0)

0
(0)

0

l (0)

0
(0)
/ i~/ ▼/ 「~一~~

「一一

I O X 0
(0)

0
(0)

0
l (0)
I

0

】 (0)

/
/
//

I O
上 。芸?2)

101
(71.1)

I 36

(70.6)
26
(59.1) 96 100 120 i lOO

0 0 0
(0)

2
(1.4)

0

l____ (0)

0
(0)

//
/
..イ

/
/

合　　　 計 129
(100)

142
(100)

I ljl。。)
51

l
i

44
(100)

　/ //

/

/ ノ ン

/
/

　/

表13　「アイロンの使用」の経験の有無と主婦の職業との関係

()は%　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は指数

項　 目
主 ~宛 、-

アイロンを使用する [ァィロンを使用 しない 未 習 学 児 童 既 習 学 児 童

束~曹1 ≠'
児童(A )

~.~聴「曹~学 1
児童(B )

1束 骨 学
児童 (A ′)

既 習 学
児童 (B′)

する(a )
l

しない(b ) する(a′) しない (b′)

就　　　 職
I 16
(12.4)

20
(14.1)

9
(17.6 )

3
(6 .8) 70 100 207 100

内　　　 職
l】 (3チ1) 1

(0.7)
1
(2.0)

1　 0

(0 ) 155 100
≠~　 /

/

/

自　　　 営 12
(9.3)

1 12

l (8・5)
5
(9 .8 )

2
(4 .5) 9 5 100 189

[
】 100

無　　　 職
! 97

(75.2)
81
(57.0)

35
(68.6)

(6芸?6) [ 110 100 90

l

100

無　　　答
[　 0
ε　(0)
し

l 28
】(19・7)

1
(2.0)
! 。2吉チ。) / /

79
! 100

合　　　計
「129
(100)
142
(100)
51
(100)
44
(100)

/ /　/ /
/

/　/
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表14　アイロンをかける被服の種類　()は%

項　　　　　 目 未習学児童 既習学児童

ァ・言言霊 ッ 29
(15 .3)

43
(22.2)

ィ. スカー ト・ズボン
】　 28

1 (114・8)
35
(18.0)

ウ. ハンカチ

日 豊 7)

r

122
(62.9)

工. まくらカバー 39
(20 .6)

42
(21.6)

オ. エプロン

「 ~~…27

l (14.3)
】

54
(27.8)

】

カ. 休そう服 25
(13.2)

】
31
(16.0)

キ. 給食の服装
25
(13.2)

38

】 (19・6)

ク. その他
17
(8.9)

25
(12.9)

表15　「しみ抜き」の経験・頻度　　()は%

項　　　　　目 垂壷~~I~~嘉壷遠
ア. 何度かある

49
(25 .9)

62
(32.0)

ィ. 少 しはある
日 悪 。)

73
(37.6)

ウ. ぜんぜんない
l　 53

(28.0)
58
(29.9)

エ. 無　 答

≠. 。1ヲ0) ‥-
1
(0.5)

合　　　　　 計

189 ~…~~~1

(100)
194
(100 )

家族が最も多く,主婦の職業については,両者とも「無職」が最も多い。(表16・17)

(2)しみの種類　　末習学児童・既習学児童ともに余り行っていないしみの種類は,池・ク

レヨン・クレパスである。これは,油脂もしくは油脂を含むのであるから,その処理が他の

しみに較べると比較的困難なためと解される。また,油脂類は,児童の日常生活には余り関係

が深くないということも推察される。しかし,クレヨン・クレパスのしみにかぎり,児童らし

い生活のあらわれとみることができる。「その他」にあげられたもので末習学児童・既習学児

童共通のものは「血液」「接着剤」「歯みがき粉」などである。しみの各種類について,その

実践率をみるに,未習学児童・既習学児童及び両者の関係については,前項「洗たく」「アイ

ロンの使用」とは趣きを異にしていて,いちがいには言えない。(表18)こうした結果の生じ

たのは,家庭科における「しみ抜き」の学習法が他の「洗たく」「アイロンの使用」などの学

習と異る点にあると推察する。すなわち,この学習の行われた時期は,6学年の9月(表11参

照),学習形態は,一部自由研究(附属桃山小学校児童-6年生-の約%がこの学習に参加し

ている。)である。したがって,児童の全員が学習していないこと。また,一斉学習を行った

学級(附属京都小学校)においては,指導者のこの題材に対する見解から,白布を用い,しょ

うゆ・ソース・墨のしみをとりあげて,実験学習を行っている。次に,本調査を行った時点で

は,学習終了の直後であって,学習した児童といえども,日常家庭生活で実践する機会にめぐ

りあうのに,期間が短いためとも思われる。また,「しみ抜き」が「洗たく」「アイロンの使

用」などに較べて,処理の困難なこと2)も,こうした結果の生じた要因の一つではなかろうか

と思われる。
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表16　「しみ抜き」の経験の有無と家族構成との関係

()は% 数字は指数

工　 項　 目
家鴨 、、、一、、、

I しみ抜きをする しみ抜きをしない　 ε
1 未 習 学 児 童 既 習 学 児 童

束 習 学
児童(A R

既 習 学
児童(B )

未 習 学
児曼_埠 _

既 習 学
児童 (畢1 _-する(a ) しない(b ) する(a′)

しない(b′)

I I O 10
(7.5)

10
(7.4)

一。15?1言

1

3
(5.2) 50 100 142 100

O I O 26
(19.4) -
】

31
(23.0)

i　　　　　　　　　I15　 1
(28・3) 1

12
(20.7) 69 100 111 100

0 0 0 0
(0)

2
(1.5)

0
(0)

0
(0)

/
/
.//

ン /▼
//

//
仁 ~ /

l

I O O 0
(0)

】　 0

-　 (0)

0
(0) [

1
(1.7)

/
/

/ /
/

/

0 Ⅹ0 0
(0)

0
l (0)

o l

l (0)

0
(0)

/
/

/

　 /

/

/

I O X 0
(0)
1　 0
ト (0)

0
i (0)

0
(0)
/ 「 / //

レ
/

/
/

//

I O 98
(73.1)
l

89
(65.9)

28
(52.8)

41
(70.7) 138 100

≧
93 100

0 0
[言 3) 仁 3

】 (2・2)

1 2　~…~l

l (3・8)
1
(1.7)
/ /

/
129 100

合　　　 計 134
(100)

135
(100)
l

53
(100)

58
(100)

　/ /
/
/

ン
/
/

　/

表17　「しみ抜き」の経験の有無と主婦の職業

()は% 数字は指数

、__　項　 目
塙 壷 、一・、、、＼ しみ抜きをする しみ抜きを しない 未 習 学 児 童 既 習 学 児 童

未 習 学
児童(A )

既 習 学
児童(B )

末 習 学
児童(A ′)

既 許す
児童 (B′) ll する(a ) しない(b ) する (a′)

しない(b′)

就　　　 職 15
(11.2)

l 17

】 (12・6)
10
(18.9 )

6
(10 .3) 59 100 122 100

内　　　 職
】　 3
] (2・2)

1
(0.7)

2
l (3・8 )

(3) ! 58
巨 00 !/ /

/

自　　　 営 15
(11.2)

1 10

l (7・4)
3
(5.7 )

4
(6 .9) 196 100 107 100

無　　　 職 100
(74.6)

79
(58.5)

38
(71.7)

[ (6㌢8 ) i
104 100 92 100

無　　　 答
1 1

(0.7)
28
(20.7)

0
(0 )

ll
i (19・0)

///
/

/

/
109 100

合　　　計 134(100)l
135(100)1
53(100)
I 58
(100)
/ ///

/ /



36 清水・瀬戸口・下神・川上:「被服」分野における児塵の家庭生活の実態についての研究

表18　「しみ」の種軸 ()は%

項　　　　　 目 未習学児童 既習学児童

ア. しょうゆ・ソース
67
(35.4)

83
(42.8)

ィ.池
1 12

l (6・3)
12
(6.2)

ウ.量　汁
「(2昌?5) [

67
(34.5)

工.水彩絵の具
I

63　　 :
(33・3) [

62
(32.0)

オ・芸レヨン'クレパ 14
(7.4)

10

l (5・2)

カ. ど　ろ

!‥　 72

; (38・1)
62
(32.0)

キ.おかずの汁 51
(27.0)

54
(27.8)

ク・ 聖 賢 訂 54
(28.6)
1　　 68
l (35.1)

J

ケ.その他
日 。?8) l

9
(4.6)

表19　「繕い1の経験・頻度 ()は%

項　　　　　 目 末習学児童 既習学児童

ア. 時々 する
58
(30.7)

91
(47.0)

l
イ・めったにしない l

45

ξ(23・8)

49
(25.3)

ウ.ぜんぜんしない
86
(45.5)

53

l (27・3)

エ.無　答
0
(0)

1
(0.5)

合　　　　 計
189
(100)

】~ 謂 )

4.繕い

(1)「繕い」の経験・頻度

「繕い」の経験を有するものは,未習学児童・既習学児童ともに少ないが,未習学児童より

も既習学児童のはうが多い。(表19)

家族構成・主婦の職業との関係についてみるに,末習学児童・既習学児童ともに核家族が最

も多い。未習学児童では,意一芸一霊,既習学児童では,昔一芸;圭昌呂∴芸<昌Ⅰ
既習学児童のはうが実践率は高い。(表20)主婦の職業については,未習学児童・既習学児童

ともに「鯛」が最も多い。「就職」の項では,未習学児童は,一念　昌　品,既習学児童は

全員が繕いを経験している。(表21)これについては,「アイロンの使用」で述べたと同様,

こどもが家事作業の一部に参加しているとみることができると思う。

なお,「繕い」の経験の少ないものが,かなり多いことについての所見3)は,前報で報告し

たとおりである。

(2)「繕い」の種類

「繕い」の種類については,末習学児童・既習学児童ともに最も多いのは「ボタンつけ」で,

次いで「スナップつけ」が多い。この理由については既報3)のとおりである。なお,全項目に

わたって,既習学児童のはうが末習学児童よりも実践率が高い。(表22)これは,「繕い」の学

習が5学年の1学期(調査総人数の約--≡っま附属京都小学校)及び6学年の9月(調査総人
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表20　「繕い」の経験の有無と家族構成

()は% 数字は指数

甲　 自
家鴨 言

繕 い を す　る I繕 い を しな い 末 習 学 児 童 既 習 学 児 童

末 習 学
児童(A )

既 習 学
児童 (B )

未 習 学
児童 (A ′)

既 習 学
‖且童 (B′) しする( a ) しない( b ) する (a′)

しない (b′)

I I O ll　 i
(10.7)
】

10
(7.1)

[　 8

】 (9 .3 )

l
3　 ;
(5.7)
ト

115

】

100 125

l

100

O I O
1 21　 】
(20.3)

22
(15.7)

「 21

し24.4)

日 。訂6)

l

83
l
100 40 100

0 0 0
l1　　 0
(0)

】　 2

] (1・4)
l

l　 o

j　 (0)

】

(呂) 】
1

/ / ~1
///

l
l

ll

/
//
/

I O O
[　 0
l (0)

:　 0

1 (0)

0
1 (0)

[ (項 l
lLl]

0 Ⅹ0 0
(0)

0
(0)

1】　　 0
[ (0)

III 晶 / / ≧

I X O 0
(0)

J】　 0
(0)

0
(0)

。3言 /　/

ノ′ l

/

/

I O 70
(68 .0)

楮 。) l】　 56
[ (65・1)

27
(50.9) 104 100 146

]
100

0 0 1
(1.0)

】　 2

! (1・4)

,　　 1
± (1・2)

1
(1.9)
l

83 100
】

[
I.

100

合　　　 計 103

- (100)

140
(100 )

86
(100 )

l吊 呂) !　 / l

ll

　 /
/
//

　 /　/

/ /

表21　「繕い」の経験の有無と主婦の職業

()は% 数字は指数

項…~自

主料の職元 一-
繕 い を す　る

繕 い を しな い ~つ
末 習 学 児 童 一　既 習 学 児 童

▼束甘 寧 ~~
児童(A )

; 既 習 学
‖且童(B )

~束甘 撃
児童 (A ′)

既 習 学 .
児童 (B′)

lする( a )

[
しない (b )まする (a′)

l
しない (b′)

就　　　 職 11
(10 .7 )

[ 19
i (13・6)

11　 16
! (18 .6)

1

l　 o

l (0) -

[
58

ll

工 。。

∂

li　　　　 /
1
1「

　 /
/

内　　　 職 4

, (3・9 )[

1　　 0
(0 )

0
i (0)

0
(0)

/

l

l 】

l

100

l
自　　　 営 13

(12.6)
9
(6 .4)

5

l (5・8)

lj (9ヲ4) ;I 。17

l

】
-　 100

r　　　　 ~[
[　 68

l

100

無　　　 職 75
(72.8 )

庸 。) t 。73㌔)

1

! 31

[ (58・5) 】
1　 98 100

l l。5

】】
100

無　　　 答
】 0

, (0 )

ll (1呂?6)

l

l
! (言2)

(17
(32.1)

l j/

l　 /
II+

上

し
i

58 100

合　　　 計
l
103
; (100)

】
140
(100 )

】 86
(100)

53
】 (100) l

±　 /

i/

ノ′
( '㍉当

l　　 i
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数の約2は附属桃山小学校一表11)に行われていて,その要因の一つとして学習の成果のあ
らわれではなかろうかと思われる。

表22　「繕い」の種類 ()は%

項　　　　　 目 末習学児童

l
既習学児童

ァ・ボタンをつける ≠
61
(32.3)

100
(51.5)

ィ・スナップをつける∫
37
(19.5)

j

75
(38.7)

ウ. あなをつくろう
28
(14.8)

44
(22.7)

ェ.かぎざき　　 t

l
l

12
(6・3) 】

16
(8.2)

オ・雷謂 読撃空に 13　 [

(6・9) 1
15
(7.7)

ヵ・芸者妄 語 詣一一 30　　 j

(15・9) l
50
(25.8)

l
キ・その他　 】

21
(11.1)

26
(13.4)

ちなみに,筆者が,静岡市立小学校を対象として行った同調査の結果2.3)(住宅地域・既習学児

童-6年生)と本調査における既習学児童のそれとを比較してみると,いずれも同一傾向を示し

ていることがわかり,興味あることと思う。

IV　結　　　　　語

1.「洗たく」「アイロンの使用」「しみ抜き」「繕い」などについて,児童の家庭生活の実

態調査を行った。

2.実践率は,未習学児童(4年生)・既習学児童(6年生)ともに「洗たく」「アイロンの使用」

のほうが「しみ抜き」「繕い」よりも高い。

3.「洗たく」「アイロンの使用」の実践率は,末習学児童・既習学児童ともに,ほぼ同様で

ある。

4.「しみ抜き」「繕い」の実践率は,既習学児童のほうが,未習学児童よりもやや高い。

5.全体を通じて,既習学児童のほうが末習学児童よりも実践率は高く,これは,家庭科学習

の成果の一部のあらわれとみることができるのではなかろうかと思う。

本調査研究を行うにあたり,ど便宜とど助言を賜わりました,京都教育大学附属京都小学校長

水山高幸教授・同附属桃山小学校前校長末利博教授に心から厚く御礼申上げます。
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Summary

The questionaire was examined about the unlearning and the learning schoolchildren to know how much

homemaking education influenced both the children in the daily life. The items in homemaking education were

selected from the viewpoint of the importance of their life. The investigation was carried out in the schoolboys

and girls of the forth and the sixth grades in Primary Schools Attached to Kyoto University of Education by

using the questionaire method (383 children in all).

The results obtained on "clothing" were as follows.

1. The investigation of the actual home-life of the schollchildren was carried out on "washing", "ironing",

"taking out a stain", "patching" and so on.

2. The rates of the practice in both cases of the unlearning and the learning children were higher on

"washing" and "ironing" than on "taking out a stain" and "patching".

3. The rates on "washing" and "ironing" were the same in the unlearning as in the learning school-

children.

4. The rates of "taking out a stain" and "patching" were higher in the learning children than in the

lunearning.

5. The rate of the practice was throughout this investigation higher in the learning children than in the

unlearning, which is supposed to be caused by the influence of homemaking education.


